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※
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
の
た
め
、
総
額
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

特　別　会　計 歳　　入 歳　　出
国 民 健 康 保 険 20 億 5,500 万 6 千円 20 億 4,777 万 9 千円
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 3 億 455 万 7 千円 2 億 7,505 万 8 千円
介 護 保 険 21 億 6,996 万 5 千円 19 億 9,882 万 2 千円
球 磨 郡 介 護 認 定 審 査 事 業 5 千 309 万 6 千円 3 千 629 万 3 千円
球 磨 郡 障 害 認 定 審 査 事 業 1 千９３万円 671 万 7 千円

水 道 事 業
収 益 的 収 支 4 億 3,359 万 7 千円 3 億 8,841 万 6 千円
資 本 的 収 支 4 億 5,012 万 0 千円 5 億 5,153 万 0 千円

下 水 道 事 業
収 益 的 収 支 6 億 6,485 万 7 千円 5 億 8,034 万 7 千円
資 本 的 収 支 2 億 6,446 万 6 千円 5 億 1,317 万 9 千円

　9月定例会は、９月８日から９月 19日までの日程で開催された。
一般質問には６名の議員が登壇し活発な議論が行われた後、条例４件、補正
予算４件、決算認定８件、決算報告４件、権利放棄１件が上程された。
令和６年度一般会計歳入歳出決算については、反対討論・賛成討論が行われ
賛成多数で認定され、追加提案された議案を含め慎重審議の結果、全ての議
案が可決、認定された。

一般会計歳出133133億億 2,3052,305万万77千円千円
第4回
会  議

総務費総務費
33 億 9,324 万 9 千円33 億 9,324 万 9 千円

25.5%25.5%

民生費民生費
35 億 3,950 万 6 千円35 億 3,950 万 6 千円

26.6%26.6%

衛生費衛生費
8 億 1,614 万 1千円8 億 1,614 万 1千円

6.1%6.1%

農林水産業費農林水産業費
9 億 5,089 万 7 千円9 億 5,089 万 7 千円

7.1%7.1%

商工費商工費
2 億 1,550 万 2 千円2 億 1,550 万 2 千円

1.6%1.6%

土木費土木費
10 億 7,168 万 6 千円10 億 7,168 万 6 千円

8.0%8.0%

教育費教育費
11 億 2,264 万 2 千円11 億 2,264 万 2 千円

8.4%8.4%

消防費消防費
4 億 7,835 万円4 億 7,835 万円

3.6%3.6%

災害復旧費災害復旧費
4 億 9,510 万 4 千円4 億 9,510 万 4 千円

3.7%3.7%

公債費公債費
11 億 4.409 万円11 億 4.409 万円

8.6%8.6%
議会費議会費

9,588 万 4 千円9,588 万 4 千円
0.7%0.7%

歳　出歳　出
（使ったお金）（使ったお金）

133133億億2,3052,305万万77千円千円
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基金の名称 令和 5年度末現在高 令和 6年度末現在高
財 政 調 整 基 金 48 億 2,909 万 3,992 円 52 億 6,162 万 3,832 円
ま ち づ く り 基 金 11 億 5,778 万 570 円 9 億 6,107 万 8,757 円
ふ る さ と 基 金 8 億 656 万 2,123 円 7 億 2,579 万 2,951 円
公 共 施 設 整 備 基 金 12 億 2,209 万 3,866 円 12 億 4,068 万 8,190 円
産 業 活 性 化 基 金 2 億 8,638 万 3,935 円 2 億 5,050 万 4,757 円
林 業 振 興 基 金 2 億 2,380 万 3,245 円 2 億 2,237 万 6,935 円
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 2,342 万 1,669 円 3,490 万 2,341 円
学 校 教 育 施 設 整 備 基 金 1 億 2,960 万 7,166 円 8,802 万 4,617 円
国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 3 億 646 万 7,547 円 2 億 937 万 409 円
介 護 保 険 給 付 費 準 備 基 金 1 億 8,865 万 381 円 2 億 8,923 万 3,538 円
減 債 基 金 12 億 8,361 万 6,098 円 12 億 7,858 万 8,153 円
ま ち・ ひ と・ し ご と 創 生 推 進 基 金 1,215 万 6,021 円 376 万 5,783 円
防 災 基 金 2,773 万 696 円 2,460 万 6,361 円

定 額 運 用
奨 学 基 金 2 億 2,987 万 2,939 円 2 億 3,028 万 9,727 円
高 田 之 奨 学 基 金 3,525 万 3,150 円 3,525 万 3,150 円

合      計 107 億 6,249 万 3,398 円 108 億 5,609 万 9,501 円

令和 6年度令和 6年度

決  算決  算 133133億億 2,3052,305万万77千円千円

熊本県下 45 市町村のうち６番目の保有高

熊本県下 45 市町村のうち７番目の保有高

諸収入諸収入
1 億 8,485 万円1 億 8,485 万円

1.3%1.3%
地方譲与税・交付金・地方譲与税・交付金・
寄附金・財産収入など寄附金・財産収入など
10 億 4,757 万 2 千円10 億 4,757 万 2 千円

7.2%7.2%

繰入金・繰越金繰入金・繰越金
18 億 6,402 万 5 千円18 億 6,402 万 5 千円

12.9%12.9%

国庫支出金国庫支出金
21 億 7,075 万 3 千円21 億 7,075 万 3 千円

15.1%15.1%

県支出金県支出金
11 億 2,005 万 3 千円11 億 2,005 万 3 千円

7.8%7.8%

地方交付税地方交付税
51 億 5,610 万 3 千円51 億 5,610 万 3 千円

35.8％35.8％

町債町債
16 億 5,840 万円16 億 5,840 万円

11.5%11.5%

歳　入歳　入
（入ってきたお金）（入ってきたお金）

144144億億1,1441,144万万55千円千円

町税町税
12 億 968 万 7 千円12 億 968 万 7 千円

8.4%8.4%

〈基金の状況〉

賛成多数で

認定
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〈 

一 

般 

会 

計 

〉  

  
総
務
課  

■問　
交
通
安
全
対
策
に
お
い
て
の
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
清
掃
・
点
検
は
。

■■答　
交
通
指
導
員
に
出
て
も
ら
い
、対
応
し
て
い
る
。

■■
　
問　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
と
充
足
度
は
。

■答　
設
置
台
数
は
19
台
。
活
用
は
、
主
に
行
方

不
明
者
の
捜
索
や
交
通
事
故
関
係
で
警
察
か
ら
依

頼
が
あ
っ
て
い
る
。
充
足
度
に
つ
い
て
は
、
現
状

で
事
足
り
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

■問　
交
通
安
全
対
策
で
道
路
区
画
線
の
補
修
は
。

■答　
道
路
の
外
側
の
区
画
線
、
中
央
部
の
波
線 

路
肩
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
、
停
止
線
、
横
断
歩
道 

「
と
ま
れ
」、「
速
度
落
と
せ
」
等
の
表
示
に
つ
い

て 

通
学
路
点
検
や
住
民
の
要
望
に
応
じ
て
対
応

し
て
い
る
。

  

企
画
政
策
課  

■問　
バ
イ
オ
炭
実
証
委
託
の
状
況
は
。　
　
　
　
　

■答　
あ
さ
ぎ
り
商
社
に
委
託
し
て
製
造
し
て
い

る
が
、
あ
る
程
度
ス
ト
ッ
ク
で
き
た
分
で
水
稲 

薬
草
農
家
、
畜
産
農
家
に
試
験
的
に
使
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。

■問　
脱
炭
素
事
業
へ
の
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
は
。

■答　
町
と
連
携
協
定
の
町
内
事
業
者
が
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
蓄
電
池
の
導
入
・
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

  

財
政
課  

■問　
財
産
管
理
除
草
作
業
の
委
託
状
況
で
、
実

施
回
数
を
増
や
す
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

■答　
お
お
む
ね
全
施
設
２
回
程
度
の
除
草
作
業

が
出
来
る
よ
う
予
算
計
上
し
て
い
る
が
、
状
況
に

応
じ
て
対
応
出
来
る
よ
う
現
予
算
を
確
保
し
て
い
る
。

■問　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況
は
。

■答　
担
当
課
と
予
算
査
定
の
場
で
議
論
を
か
さ

ね
て
い
る
が
、
現
在
は
、
基
金
に
積
み
立
て
て
い

る
。
目
的
に
沿
っ
て
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
べ

き
と
思
っ
て
い
る
。

  

生
活
福
祉
課  

■問　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
出
生
祝
い
金

事
業
（
１
人
10
万
円
）
の
令
和
６
年
度
は
対
象
が

48
人
で
あ
っ
た
。
人
口
減
少
対
策
と
し
て
単
価
の

見
直
し
は
。

■答　
こ
れ
ま
で
子
育
て
支
援
と
し
て
給
食
の
無

償
化
や
保
育
料
の
無
償
化
が
あ
る
。
出
生
祝
い
金

の
単
価
に
関
し
て
は
、
庁
内
で
の
協
議
が
必
要
。

先
進
地
の
事
例
等
を
見
て
考
慮
す
る
。

  

農
林
振
興
課  

■問　
素
材
生
産
の
売
り
払
い
に
お
い
て
、
販
売

を
個
別
対
応
出
来
な
い
の
か
。

■答　
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、
収
入
が

高
く
な
る
か
、
経
費
が
高
く
な
る
か
等
の
検
証
は

し
て
み
た
い
。

  

農
業
委
員
会  

■
　
問　
農
地
中
間
管
理
機
構
事
業
の
委
託
状
況
に

つ
い
て
。

■答　
貸
借
が
2
0
7
筆
、
特
例
で
の
売
買
が
41

筆
と
な
っ
て
い
る
。

区画線が消えている道路

審議内容の抜粋令和 6 年度決算
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商
工
観
光
課  

■問　
台
湾
に
も
「
幸
福
」
が
名
前
に
つ
く
駅
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
く
ま
川
鉄
道
を
通
じ
各
種

交
流
に
よ
り
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
と

思
う
が
、
ど
う
い
っ
た
協
議
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

■答　
お
互
い
の
交
流
を
深
め
る
と
い
う
事
で
連

携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
交
流
の
活
性
化
に
努
め

て
い
く
。

■問　
ビ
ハ
公
園
は
、
平
成
８
年
に
キ
ャ
ン
プ
場
と

し
て
整
備
さ
れ
開
業
28
年
と
な
る
。
今
後
、
キ
ャ

ン
プ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
施
設
整
備
は
。

■答　
キ
ャ
ン
プ
場
も
含
め
た
公
共
設
備
の
利
活

用
に
つ
い
て
調
整
を
し
て
お
り
、
調
査
結
果
を
踏

ま
え
キ
ャ
ン
プ
場
の
あ
る
べ
き
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
方

法
を
検
討
す
る
。

  

建
設
課  

■問　
清
願
寺
ダ
ム
工
事
に
係
る
町
道
整
備
の
対

応
は
。

■答　
住
民
に
と
っ
て
大
事
な
生
活
道
路
で
あ
り 

ダ
ム
の
浚
渫
等
で
道
路
が
傷
ん
だ
時
は
、
随
時
補

修
を
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

■問　
道
路
改
良
に
お
い
て
、
歩
道
・
自
転
車
道

の
整
備
は
。

■答　
歩
道
幅
が
2
・
5
メ
ー
ト
ル
で
も
警
察
と

の
協
議
が
あ
れ
ば
通
行
可
で
あ
る
の
で
、
安
全
・

安
心
に
自
転
車
が
走
行
出
来
る
よ
う
関
係
機
関
と

協
議
を
進
め
る
。

  

教
育
課  

■問　
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
補
助
金
が

で
る
が
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
英
語
検
定
以

外
の
検
定
試
験
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
の
か
。
今

後
、
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
は
。

■答　
本
年
度
の
受
験
予
定
者
は
、
中
学
校

１
２
４
人
、
小
学
校
18
人
。
中
学
生
の
英
語
検
定

以
外
に
対
す
る
町
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
受
験
状

況
や
費
用
に
つ
い
て
、
状
況
等
を
確
認
把
握
し
な

が
ら
、
今
後
の
補
助
の
在
り
方
を
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

■問　
図
書
館
の
利
用
状
況
は
。

■答　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
来
館
者
数
は
年
間

で
５
，
５
４
４
人
（
月
平
均
４
６
２
人
）
せ
き
れ

い
館
は
年
間
１
，５
５
４
人（
月
平
均
１
２
６
人
）。

■問　
昨
年
、
常
任
委
員
会
で
視
察
し
た
図
書
館

で
は
電
子
図
書
が
あ
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

て
い
く
中
で
ひ
と
つ
の
選
択
肢
と
し
て
検
討
し
て

み
て
は
。

■答　
県
内
の
当
町
よ
り
小
さ
な
自
治
体
で
も
導

入
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
図
書
館
に
行
き
た

く
て
も
行
け
な
い
方
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
便
利

な
も
の
。
今
後
、
検
討
の
必
要
性
を
感
じ
る
。

■問　
伝
統
芸
能
保
持
継
承
団
体
が
22
団
体
あ
る

が
、
踊
り
手
の
後
継
者
が
少
な
い
中
で
の
現
在
の

活
動
状
況
は
。

■答　
助
成
し
て
い
る
の
は
６
団
体
の
み
。
発
表

の
場
や
３
Ｄ
を
使
っ
て
の
記
録
の
保
存
の
在
り
方

な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

柳別府太鼓踊り

審議内容の抜粋令和 6 年度決算
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■問　
上
総
合
運
動
公
園
運
動
場
付
近
及
び
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
横
の
樹
齢
70
年
以
上
、
約
80
本
あ
ま
り

の
ヒ
ノ
キ
伐
採
委
託
料
が
３
０
４
万
１
千
円
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
市
場
で
販
売
で
き
た
は
ず
の
売

上
金
を
収
入
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

町
民
の
財
産
で
あ
る
立
木
処
分
の
認
識
は
。

■答　
教
育
委
員
会
の
所
管
事
業
で
あ
っ
た
た
め

従
来
の
造
園
業
者
に
依
頼
し
た
が
、
委
託
業
者
か

ら
金
に
な
ら
な
い
と
の
事
だ
っ
た
。
立
木
に
つ
い

て
、
価
値
な
る
も
の
に
な
る
と
い
う
認
識
が
不
足

で
あ
っ
た
。

 

〈 

介
護
保
険
特
別
会
計 

〉

■問　
現
在
、
第
９
期
の
介
護
保
険
計
画
で
あ
る

が
今
後
３
年
間
の
決
算
と
今
後
の
見
通
し
は
。

■答　
要
介
護
認
定
者
は
９
２
７
名
で
昨
年
よ
り

30
名
増
加
。
給
付
費
は
約
17
億
６
０
０
万
円
。
計

画
書
よ
り
１
億
９
，
２
０
０
万
円
ほ
ど
安
く
な
っ

て
い
る
。
要
因
と
し
て
、
要
支
援
認
定
者
の
増
加

と
要
介
護
認
定
者
の
減
少
が
あ
る
。
町
内
の
介
護

事
業
所
が
人
員
不
足
で
休
廃
止
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
何
ヶ
所
か
出
て
い
る
。
そ
の
影
響
で
給
付
費
が

計
画
値
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
介
護
保
険
料

の
保
有
額
と
し
て
は
一
定
の
取
り
崩
し
を
行
い 

高
齢
者
の
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
を
行
う
予
定
。

 

〈 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計 

〉

■問　
歯
科
口
腔
健
康
診
査
委
託
料
73
万
１
，
９
３
３

円
の
対
象
者
は
１
３
１
名
で
、
全
体
の
４ 

・ 

６
％

で
あ
る
。
こ
の
数
字
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

■答　
令
和
６
年
度
の
県
内
で
11
番
目
に
良
い
数

字
。

■問　
高
齢
者
の
方
に
と
っ
て
口
腔
ケ
ア
は
誤
嚥

性
肺
炎
予
防
の
有
効
的
な
手
段
で
も
あ
り
、
ひ
い

て
は
通
院
、
入
院
等
の
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な

が
る
。
今
後
交
通
弱
者
の
通
院
支
援
と
し
て
デ
マ

ン
ド
交
通
の
案
内
や
、
家
族
向
け
に
取
り
組
み
の

効
果
の
チ
ラ
シ
の
同
封
、
場
合
に
よ
っ
て
は
歯
科

医
の
出
張
審
査
等
検
討
し
て
み
て
は
。

■答　
自
分
で
病
院
に
行
け
な
い
方
の
た
め
に
デ

マ
ン
ド
交
通
や
個
別
訪
問
が
出
来
る
体
制
を
取

り
、
費
用
的
な
こ
と
も
あ
る
の
で
十
分
に
検
討
し

て
実
施
で
き
た
ら
と
思
う
。

 

〈 

企 

業 

会 

計 

〉

  

上
下
水
道
課  

■問　
監
査
の
意
見
書
の
中
に
、「
有
収
率
が
71
・
６‌

％

（
昨
年
に
比
べ
５
％
下
降
）
配
水
量
の
４
分
の
１

が
失
わ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
過
去
５
年
間
こ
の

低
い
状
態
が
続
い
て
い
る
が
原
因
の
解
明
は
で
き

て
い
る
の
か
。

■答　
上
水
道
配
水
管
の
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
が

一
番
の
原
因
。
地
区
を
区
切
っ
て
漏
水
調
査
を
行

い
、
随
時
修
繕
を
行
っ
て
い
る
が
新
た
な
漏
水
が

発
生
し
て
い
る
た
め
、
有
収
率
が
改
善
し
な
い
状
況
。

■問　
県
の
令
和
５
年
３
月
の
水
道
広
域
化
推
進

プ
ラ
ン
で
の
県
平
均
有
収
率
は
85
・
６
％
、
あ
さ

ぎ
り
町
は
73
・
４
％
と
郡
内
で
一
番
低
い
。
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
増
額
な
ど
の
具

体
的
な
対
策
が
早
急
に
必
要
だ
と
思
う
が
。

■答　
老
朽
化
が
一
番
の
原
因
、
年
次
的
な
計
画

で
更
新
を
続
け
て
い
く
。

審議内容の抜粋令和 6 年度決算
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■問　
水
道
料
金
自
体
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

出
資
金
の
積
み
増
し
を
し
て
い
く
事
も
必
要
で
は

な
い
か
。
水
道
料
金
だ
け
で
の
収
益
的
収
支
で
は

賄
え
な
い
事
は
明
白
。
早
め
の
財
源
確
保
は
出
来

な
い
か
。

答　
水
道
料
金
に
つ
い
て
も
、
独
立
採
算
が
原

則
で
は
あ
る
が
、
な
る
だ
け
住
民
の
方
の
負
担
が

な
い
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
。
工
事
費
の
増
加

等
に
よ
り
、
企
業
会
計
が
不
足
す
る
よ
う
な
場
合

に
は
、
事
前
に
町
民
の
方
へ
周
知
を
徹
底
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

◯
代
表
監
査
委
員
へ
の
質
問

■問　
議
会
の
３
機
能
（
チ
ェ
ッ
ク
・
監
視
・
調
査
）

を
活
か
す
中
で
、
本
町
の
財
政
調
整
基
金
の
在
り

方
に
つ
い
て
意
見
は
。

■答　
財
政
調
整
基
金
が
今
後
増
え
る
と
は
思
っ

て
い
な
い
。
財
政
調
整
基
金
を
町
の
た
め
に
有
効

に
使
っ
て
い
く
こ
と
を
皆
さ
ん
で
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

【一般会計決算認定】
�認定第1号「令和6年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定」に対する附帯決議
　令和 6 年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算のうち、上総合運動公園付近町有地及びテ
ニスコート横のヒノキ伐採業務について、財産的価値の検証が不十分なまま処分されている。
　このことは、町民の財産であるとの認識欠如といわれても仕方がない。
　今後、財産の処分にあたっては、全庁的に横の連携を保ちながら慎重に執行されんこと
を強く求めるものである。
　以上、決議する。

　　　　　　　　　令和 7 年 9 月 19 日提出

反対討論（溝口議員）
　教育委員会において、総合運動公園テニスコート横及び上総合運動公園付近町有地樹齢
70 年以上、80 本余りのヒノキが伐採されたが、販売できたはずの売上金が歳入として計上
されていない。
　町長、副町長、教育長並びに職員が町民の財産であると言う認識が欠如している。各課
連携の希薄化が顕著に表れている事例でもあり、町は大きな損害を被った。

賛成討論（小谷議員）
　全ての事実が具体的に明確になっているとは理解していない。財産の処分について、具
体的にいくらの評価額で、いくら経費がかかって最終的に町の収入がどうなったかという、
具体的で明確なデータが議会に示されたわけでもなく、状況が全て把握されていない。そ
のような中、財産処分において町に明確な損害を与えたかどうか明確でない段階で断言す
る事はできず、それを理由に決算認定が不適切とは判断できない。

令和 7 年度 第 4 回会議 表決一覧表（反対者のみ×印記載）
議 席 番 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 採 決 結 果

氏名

議案

小

松

加

藤

小

谷

岩

本

難

波

加
賀
山

橋

本

森

岡

豊

永

山

口

皆

越

溝

口

永

井

小
見
田

認定第 1号 ✕ ー 認　　定

※議長は採決に加わらない。

審議内容の抜粋令和 6 年度決算
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第 3 回会議（7 月 18 日開催）

第４回会議（9 月 10 日～19 日開催）

全議案
全会一致で
可 決

全議案
全会一致で
可 決

1．和解及び損害賠償の額を定めることについて
賠　償　額　1,165 千円
原　　　因　町管理のメーターボックスが水道管を破損したため

2.　一般会計補正予算 ( 第 3 号 )
　歳入歳出それぞれ 5,294 万 1 千円を追加し、総額 130 億 8,480 万 5 千円とする。
主なもの
•	定額減税調整給付事業　5,228 万円
•	部活動各種大会出場費補助金　65万 6千円

1．条例の一部改正
あさぎり町立学校体育施設の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他 3件

2.　一般会計補正予算 ( 第 4 号 )
　歳入歳出それぞれ 3 億 2,933 万 9 千円を追加し、総額 134 億 1,414 万 4 千円とする。
主なもの
•	コンビニ収納代行業務委託 22万円
•	おたふくかぜ予防接種助成金　163万 9千円
•	新規就農者確保緊急円滑化対策補助金　401万 2千円
•	農地費　斎堂地区設計委託料　2,600 万円
•	地域イベント補助金　100万円
•	環境整備資材等支給事業　314万 3千円
•	道路新設改良費　500万円
•	小学校管理費　340万円
•	林業災害復旧費　500万円

3. 斉堂地区排水路改修工事 (5 工区 ) 工事請負契約の締結について
契約の相手方　株式会社上野建設
契 約 金 額　8,470 万円

＜審査報告＞
令和７年度陳情第 4 号

・厚生文教常任委員会で調査、 審査の結果「趣旨採択」と報告があり、 全会一致で「採択」
となる。

「人吉球磨准看護学院に対する支援について陳情書」
　陳情書にあった 21 ページにわたる平成 25 年度から令和７年度分までの詳細な
資料を基に委員会で審議した。看護師の育成・人材育成の点からも非常に賛同す
るとの意見があり、不採択の意見はなかった。どの業種においても、人材不足に
苦慮されており、看護師の人材育成の観点からも賛同する。

あさぎり町議会だより　No.84　（8）



審議内容の抜粋審議内容の抜粋

▼�

議
案
第
22
号　
あ
さ
ぎ
り
町
立
体

育
施
設
の
利
用
条
例
に
つ
い
て

教
育
課

問　
体
育
館
使
用
に
当
た
っ
て
学

校
部
活
動
が
優
先
さ
れ
る
の
か
、
ま

た
は
予
約
が
優
先
か
。

答　
施
設
の
予
約
は
シ
ス
テ
ム
で

も
出
来
る
が
、
使
用
に
つ
い
て
は

部
活
動
が
優
先
さ
れ
る
。

▼��

議
案
第
24
号　
令
和
７
年
度
一
般

会
計
補
正
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

農
林
振
興
課

問　
斉
堂
地
区
排
水
路
改
修
工
事

設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、
県
と
の

協
議
内
容
と
隣
接
す
る
遊
水
地
予

定
と
の
関
連
は
。

答　
従
前
の
排
水
樋
門
排
水
路
の

断
面
を
大
き
く
す
る
と
こ
ろ
で
協

議
し
て
い
る
。
遊
水
地
に
つ
い
て

は
県
が
計
画
中
で
あ
り
協
議
を
進

め
て
い
く
。

健
康
推
進
課

問　
お
た
ふ
く
風
邪
の
予
防
接
種

に
お
い
て
、
要
綱
等
の
制
定
が
な

さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
健
康
被

害
等
の
対
処
方
法
は
。

答　
今
回
は
任
意
接
種
で
あ
る
こ

と
か
ら
償
還
払
い
に
し
た
い
。
現

在
償
還
払
い
の
規
則
等
が
あ
る
の

で
追
加
又
は
改
正
し
て
い
き
た

い
。
定
期
接
種
に
つ
い
て
は
予
防

接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
が
あ

り
、
任
意
接
種
に
つ
い
て
は
、
医

療
品
副
作
用
被
害
救
済
制
度
が
あ

る
。

▼�

議
題
第
26
号　
令
和
７
年
度
水
道

事
業
会
計
補
正
（
第
２
号
）
に
つ

い
て

上
下
水
道
課

問　
時
間
外
手
当
は
、
今
後
見
直

し
が
必
要
で
は
。

答　
前
年
実
績
を
も
と
に
割
増
計

上
し
て
い
た
が
、
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
修
繕
業
務
が
発
生
し
年
々

増
加
し
て
い
る
。
今
後
精
査
を
行

い
予
算
計
上
し
た
い
。

＜意見書＞
・総務建設経済常任委員会と厚生文教常任委員会の合同で「町道及び学校等の公共施設
における雑草繁茂に関する環境整備に関する意見書」が提出され、全会一致で「採択」
した。

　町道及び学校等の公共施設において、雑草が繁茂し景観を損なうとともに、子ど
もや高齢者が安心して利用できない状況にあり、景観も悪化し、町民の快適な生活
環境を損ねているので、下記のとおり意見書を提出する。

1．町道及び学校並びに公共施設における定期的な草刈り、除草の実施
2．繁茂しやすい箇所について、今後の維持管理の見直し（防草シート等の活用）
3．�住民協働における環境美化推進体制の構築
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主
権
者
教
育
を
育

む
に
は
、
一
過
性
の

体
験
に
留
め
る
こ
と
な
く
学

校
教
育
や
地
域
社
会
全
体
で

継
続
的
に
根
付
か
せ
る
こ
と

が
重
要
。
あ
さ
ぎ
り
町
議
会

は
、
未
来
を
担
う
中
学
生
に

行
政
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
う
目
的
で
11
年
、
中
学
生

議
会
を
行
っ
て
き
た
。
町
は

中
学
生
議
会
の
成
果
と
課
題

に
つ
い
て
ど
う
評
価
し
て
い

る
か
。

  

総
務
課  

　

主
権
者
教
育
を
推
進
す
る

上
で
有
意
義
な
取
り
組
み
の

一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
。
防

災
備
蓄
品
の
活
用
や
通
学
路

の
安
全
対
策
の
改
善
等
、
中

学
生
の
視
点
か
ら
課
題
が
明

確
に
さ
れ
て
町
政
運
営
に
進

展
を
も
た
ら
し
た
事
例
も
あ
る
。 　

　

政
治
参
加
に
つ
い

て
投
票
率
を
見
て
い

く
と
令
和
６
年
３
月
熊
本
県

知
事
選
挙
で
は
18
歳
37
％ 

19
歳
28
％
、
最
低
は
20
～
24

歳
19
％
、
最
高
は
70
～
74
歳

66
％
。
こ
の
数
字
に
つ
い
て

ど
う
分
析
さ
れ
る
か
。

  

教
育
長  

　

政
党
や
候
補
者
が
ど
ん
な

政
策
を
持
っ
て
い
る
の
か
等

に
つ
い
て
は
、
特
定
の
事
を

学
校
で
学
ぶ
機
会
は
な
い
。 　

　

デ
ジ
タ
ル
時
代
の

主
権
者
教
育
、
若
者

世
代
へ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
の
広

が
り
等
で
、
令
和
７
年
の
参

議
院
選
挙
で
は
若
い
世
代
や

子
育
て
世
代
の
関
心
が
高

か
っ
た
。
19
歳
の
投
票
率
が

低
い
要
因
の
一
つ
と
し
て  

住
民
票
は
地
元
に
あ
る
け
れ

ど
進
学
等
で
遠
く
離
れ
た
所

に
い
て
投
票
に
い
け
な
い
事

が
あ
る
。
今
後
、
そ
の
世
代

に
ど
う
投
票
を
呼
び
掛
け
る

か
も
課
題
の
ひ
と
つ
で
は
。

  

町　

長  

　

学
校
に
お
い
て
は
中
立
性

が
あ
り
、
政
治
的
な
問
題
に

つ
い
て
は
な
か
な
か
前
に
進

ん
だ
教
育
が
出
来
て
い
な
い

の
が
現
状
。
政
治
に
対
す
る

関
心
や
情
報
提
供
を
ど
う
進

め
る
の
か
、
ど
う
広
げ
て
い

く
か
が
大
切
だ
と
思
う
。

　
　

地
域
農
業
振
興
と

連
携
し
た
食
育
の
推

進
は
農
業
へ
の
理
解
と
関
心

を
高
め
地
場
産
品
の
価
値
を

伝
え
る
有
効
な
手
段
で
は
。

  

農
林
振
興
課  

　

食
育
は
生
産
者
だ
け
で
な

く
子
ど
も
や
地
域
住
民
の
農

業
と
の
つ
な
が
り
を
築
く
有

効
な
手
段
で
あ
り
、
担
い
手

育
成
に
も
寄
与
す
る
と
考
え

る
。

子どもや若者が主体的に政治参加を
考える環境づくりを

加
か が や ま

賀山　瑞
み つ こ

津子 議員

稲作を通じての学び

あさぎり町あさぎり町

R7 年 2.6 発行
特集号
第11回
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国
の
高
校
無
償
化

政
策
が
、
都
市
部
の

高
校
の
入
学
志
望
者
を
増
加

さ
せ
、
地
方
の
公
立
高
校
の

入
学
生
は
、
減
少
の
一
途
を

た
ど
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

す
る
町
の
現
状
と
今
後
の
方

針
は
。

  

町　

長  

　

学
校
の
選
択
の
在
り
方
が

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
思
う
。
少
子
化
の

状
況
の
中
で
、
生
徒
の
流
出

が
続
く
と
地
元
高
校
の
定
員

割
れ
、
統
廃
合
の
問
題
に
つ

な
が
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て

い
る
。
私
た
ち
は
生
徒
の
意

思
を
尊
重
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
選
択
を
支
え
る
柔
軟
な

姿
勢
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。

　
　

あ
さ
ぎ
り
中
学
校

の
卒
業
生
の
進
路
は
。

  

教
育
課
長  

　

直
近
３
カ
年
で
は
、98
・
７

％
が
高
校
に
進
学
し
て
い

る
。
そ
の
内
、
21
・
４
％
が

管
外
高
校
へ
の
進
学
で
、
ス

ポ
ー
ツ
、
英
語
課
程
、
看
護

学
科
な
ど
地
元
に
な
い
高
校

に
進
学
し
て
い
る
。

　
　

南
稜
高
校
の
魅
力

向
上
案
と
し
て
、
機

械
や
資
材
の
提
供
や
利
用
の

連
携
、
資
格
試
験
費
用
へ
の

助
成
、
授
業
で
使
用
す
る
パ

ソ
コ
ン
代
の
軽
減
支
援
、
管

内
高
校
進
学
者
に
対
す
る
球

磨
人
吉
の
自
治
体
に
よ
る
財

政
支
援
な
ど
を
学
校
関
係
者

か
ら
提
案
さ
れ
た
が
い
か
が

か
。

  

町　

長  

　

地
元
に
残
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
今
後
は
球
磨
人
吉

全
体
で
、
農
業
者
や
企
業
と

の
連
携
や
財
政
支
援
な
ど 

地
元
の
高
校
の
在
り
方
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

国の高校無償化に関し、地元の高校の
魅力をどのように向上させるのか。

小
こ ま つ

松　英
え い い ち

一 議員

上
総
合
運
動
公
園
は
、
公
園

内
の
進
入
路
が
狭
く
て
車
両

の
離
合
に
支
障
が
あ
る
。
ど

ち
ら
も
体
育
施
設
と
し
て
の

利
用
も
多
い
の
で
、
確
認
と
対

策
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

  

町　

長  

　

災
害
時
の
み
な
ら
ず
、
平

時
の
際
に
も
利
便
性
に
関
わ

る
問
題
だ
と
思
う
の
で
、
庁

内
で
再
度
検
討
し
た
い
。

避
難
所
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス

の
改
善
は

　
　

深
田
地
区
の
高
山

運
動
公
園
は
、
西
側

か
ら
向
か
う
町
道
の
幅
員
が

狭
く
、
車
両
の
離
合
も
困
難

で
あ
る
。
ま
た
、
上
地
区
の

高
山
運
動
公
園
へ
行
く
道
路
幅

問

問

問

問
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2 次元コードで各議員の
一般質問の動画がご覧になれます。



　
　

岡
留
公
園
と
お
か

ど
め
幸
福
駅
、
並
び

に
そ
の
周
辺
の
管
理
の
現
状

は
。

  

町　

長  

　

岡
留
公
園
は
今
年
４
月
に

遊
具
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し 

現
在
は
沢
山
の
子
供
た
ち
に

楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
る

が
、
岡
留
公
園
の
周
辺
は
な

か
な
か
管
理
が
行
き
届
い
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

お
か
ど
め
幸
福
駅
は 

観
光

の
拠
点
と
し
て
売
店
を
整
備

し
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
令
和
２

年
７
月
豪
雨
以
降
、
く
ま
川

鉄
道
の
部
分
運
行
も
あ
っ
て

来
訪
者
が
減
少
し
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
最
近
は
夏
目

友
人
帳
の
聖
地
巡
礼
で
訪
れ

る
方
も
増
え
て
き
て
い
る
の

で
、
く
ま
川
鉄
道
の
全
線
運

行
を
機
に
岡
留
公
園
へ
の
誘

導
を
含
め
て
周
辺
整
備
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
。
あ
わ

せ
て
、
く
ま
川
鉄
道
と
台
北

新
北
鉄
道
と
の
連
携
協
定
も

生
か
し
た
取
組
で
交
流
人
口

の
創
出
も
図
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

今
後
雑
草
の
管
理
に
つ
い
て

も
指
定
管
理
業
者
と
協
議
を

し
て
行
き
た
い
。
ま
た
、
樹

木
の
枝
木
に
つ
い
て
も
、
専

門
業
者
に
管
理
を
委
託
す
る

よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　
　

町
内
全
域
の
夏
場

の
雑
草
対
策
つ
い
て

は
、
今
後
予
算
を
増
額
し
て

で
も
対
応
し
て
い
か
れ
る
こ

と
を
望
む
が
。

  

建
設
課
長  

　

現
在
、
町
内
の
除
草
作
業

は
、
町
道
を
８
名
、
公
園
を

２
名
の
作
業
員
で
対
応
し
て

い
る
が
、
外
部
委
託
で
も
年

２
回
実
施
し
て
い
る
。
今
後 

路
線
に
よ
っ
て
年
３
回
の
除

草
を
計
画
す
る
場
合
は
、
財

政
課
と
の
協
議
も
必
要
と
考

え
る
。
ま
た
、
今
後
は
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用
も
含

め
て
対
策
を
考
え
て
い
き
た

い
。

  

副
町
長  

　

雑
草
対
策
は
重
要
な
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
財
政
的

に
も
し
っ
か
り
と
精
査
し
な

が
ら
、
町
内
全
域
の
道
路
や

河
川
が
き
れ
い
な
環
境
で
あ

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た

い
。

岡留公園とその周辺の管理は

永
な が い

井　英
え い じ

治 議員

　
　

お
か
ど
め
幸
福
駅

周
辺
の
雑
草
対
策
の

現
状
は
。

  

商
工
観
光
課
長  

　

現
在
、
お
か
ど
め
幸
福
駅

周
辺
は
指
定
管
理
業
者
が
管

理
を
行
っ
て
い
る
が
、
雑
草

の
管
理
ま
で
は
行
き
届
い
て

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
の
で 

そ
の
他
の
質
問　

●�

農
業
の
「
地
域
計
画
」
に

お
け
る
兼
業
農
家
へ
の
支

援
策
や
山
間
部
で
の
農
地

の
受
け
手
不
足
の
改
善
策

に
つ
い
て

リニューアルされた岡留公園の遊具

雑草が繁茂する免田川の堤防

問

問

問
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2 次元コードで各議員の
一般質問の動画がご覧になれます。



　
　

民
生
委
員
の
な
り

手
不
足
は
全
国
的
に

深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
な
り

手
不
足
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
活
動
時
に
支
払
わ
れ
る

費
用
弁
償
１
、１
０
０
円
を

合
併
時
の
１
、
7
０
０
円
に

戻
す
事
は
で
き
な
い
か
。

  
町　

長  

　

費
用
弁
償
・
日
当
に
つ
い

て
は
職
員
と
同
じ
扱
い
と

な
っ
て
い
る
が
、
旅
費
規
程

を
変
更
し
消
防
団
・
民
生
委

員
の
方
々
の
活
動
に
対
し
て

は
、
別
の
考
え
方
で
費
用
弁

償
を
組
ん
で
い
く
。

　
　

民
生
委
員
の
活
動

は
、
生
活
困
窮
者
の

増
加
、
D
V
、
不
登
校
、
子

ど
も
食
堂
、
孤
独
死
、
そ
し

て
災
害
対
応
等
の
多
岐
に
わ

た
る
。
日
々
の
活
動
状
況
の

報
告
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
事
務
の
負
担
軽
減
が
で

き
な
い
か
。

  

デ
ジ
タ
ル
政
策
審
議
監  

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ア

ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
当

該
件
数
の
報
告
が
行
え
る
よ

う
に
す
る
こ
と
は
実
施
で
き

る
と
考
え
る
。

手
話
言
語
の
理
解
と
普
及
に

向
け
た
条
例
の
制
定
を

　
　

障
害
者
基
本
法
が

平
成
23
年
に
改
正
さ

れ
、
他
の
自
治
体
で
は
、「
手

話
言
語
の
普
及
及
び
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
を

制
定
し
事
業
を
推
進
し
て
い

る
。
し
か
し
、
あ
さ
ぎ
り
町

で
は
、
第
5
次
保
健
福
祉
総

合
計
画
に
お
い
て
も
具
体
的

取
組
は
な
く
進
ん
で
い
な

い
。
今
年
６
月
18
日
に
手
話

施
策
推
進
法
が
成
立
し
た

が
、
あ
さ
ぎ
り
町
に
お
い
て

も
条
例
を
制
定
し
、
手
話
言

語
の
普
及
及
び
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
の

促
進
を
推
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

  

町　

長  

　

非
常
に
重
要
な
施
策
と

思
っ
て
い
る
。
議
員
か
ら
提

出
さ
れ
た
資
料
（
条
例
案
）

を
参
考
に
進
め
て
い
き
た
い
。

  

町
民
課
長  

　

町
の
墓
地
公
園
（
花
牟

礼
霊
園
）
は
空
き
区
画
が

２
５
０
区
画
（
75
％
）
あ
る
。

今
後
、
墓
地
公
園
の
利
用
者

促
進
の
た
め
の
施
策
が
必
要

で
あ
る
と
思
う
。

  

町　

長  

　

花
牟
礼
霊
園
の
土
地
を
活

用
し
て
、
納
骨
堂
建
設
は
非

常
に
有
効
な
手
段
だ
と
思
う
。

民生委員の処遇改善並びに
活動支援の充実を

溝
み ぞ ぐ ち

口　峰
み ね お

男 議員

官
民
連
携
に
よ
る
納
骨
堂

の
整
備
を

　
　

今
、
墓
を
守
り

受
け
継
ぐ
人
が
い

な
い
た
め
、
納
骨
堂
を
希

望
す
る
人
が
多
く
な
っ
て

き
た
。
官
民
連
携
で
納
骨

堂
の
整
備
が
で
き
な
い
か
。

花牟礼霊園
( 空き区画 75%）

手話学習

問問

問

問
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加
か と う

藤　弘
ひろし

 議員

財政（基金）と人口減少対策について

　
　

人
口
減
少
が
予
想

よ
り
早
い
ス
ピ
ー
ド

で
進
ん
で
い
る
。
財
政
（
基

金
）
と
人
口
減
少
対
策
の
た

め
の
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
は
。

  

町　

長  

　

将
来
的
に
税
収
の
減
少

や
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
維
持
が
困
難
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

人
口
減
少
の
問
題
は
、
財
政

運
営
上
、
極
め
て
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

国
や
県
の
対
策
が 

ど
の
よ
う
な
対
策
で

あ
っ
て
も
ゆ
る
が
な
い
、
あ

さ
ぎ
り
町
独
自
の
対
策
が

あ
っ
て
も
良
い
と
思
う
。
あ

さ
ぎ
り
町
で
は
、
産
業
振
興

が
大
事
で
あ
る
。　
　
　
　

　
「
商
工
業
」
に
つ
い
て
は 

地
元
に
就
職
さ
れ
た
方
々

に
、
大
き
な
夢
を
送
り
、
支

援
を
し
た
ら
ど
う
か
。

  

町　

長  

　

地
元
の
一
般
企
業
に
就
職

さ
れ
た
方
々
に
関
し
て
の
助

成
が
な
い
の
で
、
今
の
と
こ

ろ
奨
学
金
の
返
済
に
対
す
る

支
援
を
、
担
当
課
で
考
え
て

い
る
。

「
農
業
振
興
」
に
つ
い
て

　
　

あ
さ
ぎ
り
町
で
将

来
に
渡
っ
て
、
自
然

災
害
が
あ
っ
て
も
、
安
心
し

て
農
業
が
継
続
で
き
る
よ
う

「
農
業
収
入
保
険
」
へ
の
加

入
に
対
す
る
補
助
金
の
ア
ッ

プ
が
で
き
な
い
か
。

  

町　

長  

　

現
在
の
制
度
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
事

業
で
あ
り
３
年
間
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
今
後
、
継
続
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
課
題
を

積
み
上
げ
て
、
そ
の
後
の
継

続
の
形
を
見
出
し
て
い
き
た

い
。

　
　

農
業
機
械
の
導
入

支
援
が
あ
る
が
、
補

助
率
が
３
分
の
１
以
内
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
補
助
率

を
さ
ら
に
上
げ
て
、
経
営
の

安
定
化
の
た
め
の
支
援
は
出

来
な
い
か
。

  

町　

長  

　

機
械
利
用
組
合
、
農
作
業

受
託
事
業
者
、
ス
マ
ー
ト
農

業
推
進
者
の
支
援
を
制
度
化

し
て
、
補
助
要
件
を
拡
充
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

認
定
農
業
者
以
外

は
、
補
助
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
の
か
。

  

町　

長  

　

補
助
対
象
者
を
県
や
国
の

補
助
事
業
と
同
様
に
、
町
の

基
本
構
想
に
示
さ
れ
た
農
業

経
営
の
目
標
が
達
成
、
ま
た

は
見
込
み
の
あ
る
認
定
農
業

者
や
認
定
新
規
就
農
者
と
し

て
い
る
。

　
　

山
林
監
視
員
の
労

働
条
件
の
改
善
は
。

  

町　

長  

　

人
吉
球
磨
管
内
の
山
林
監

視
員
の
作
業
内
容
、
業
務
内

容
は
様
々
で
あ
る
の
で
、
適

正
化
を
図
り
な
が
ら
精
査
し

て
い
き
た
い
。

令和７年１０月稲刈り状況

町 有 林

そ
の
他
の
質
問

●�

全
会
計
の
基
金
の
推
移
に

つ
い
て

●�

町
の
財
政
が
、
県
下
で
ど

の
よ
う
な
状
況
あ
る
か

問問

問問

問

問
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次世代へつなぐ、あさぎり町の
農業　農村の振興策は

小
こ み た

見田　和
か ず ゆ き

行 議員 　
　

日
本
の
基
幹
的

農
業
者
の
推
移
は

２
０
２
０
年
。
１
３
６
万
人

２
０
２
３
年
に
１
１
６
万

人
、
現
在
は
人
口
の
約
１
％

程
度
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

も
65
歳
以
上
が
７
割
で
あ

る
。
あ
さ
ぎ
り
町
の
状
況
は

２
０
０
０
年
か
ら
２
０
２
０

年
の
20
年
で
１
，
９
５
３
人

か
ら
１
，
３
３
７
人
に
減
り 

人
吉
球
磨
で
も
34
％
減
少
し

て
い
る
。
将
来
、
誰
が
農
地

の
受
け
手
と
な
り
利
用
し
て

い
く
の
か
危
惧
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
全
国
的
課
題
に

向
け
農
地
利
用
を
明
確
化
し

た
「
地
域
計
画
」
の
策
定
が

２
０
２
５
年
３
月
ま
で
に
各

自
治
体
に
求
め
ら
れ
、
す
で

に
公
告
さ
れ
て
い
る
。
あ
さ

ぎ
り
町
で
は
深
田
地
区
の
一

部
に
そ
の
心
配
が
あ
り
他

の
４
校
区
に
は
無
い
と
の

結
果
だ
が
そ
れ
に
相
違
な

い
か
。

  

農
林
振
興
課
長  

　

農
家
意
向
調
査
の
結
果 

深
田
校
区
は
こ
れ
か
ら
農
地

  

町　

長  

　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
作

業
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
現

状
だ
と
思
う
。
中
山
間
地
域

に
お
い
て
は
国
土
保
全
等
多

面
的
役
割
も
あ
る
の
で
、
環

境
は
維
持
す
べ
き
と
思
っ
て

い
る
。

　
　

町
で
受
託
法
人
を

立
ち
上
げ
対
応
す
る

た
め
の
検
討
委
員
会
設
置
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

  

町　

長  

　

今
後
は
農
作
業
受
託
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
も
勉
強
し
て

み
た
い
。
ま
ず
は
地
域
計
画

に
従
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と

も
重
要
か
と
思
っ
て
い
る
。

の
引
き
受
け
手
の
不
在
が
予

想
さ
れ
る
が
、
４
校
区
は
個

人
農
家
ま
た
は
須
恵
か
ち
ゃ

あ
に
お
い
て
、
規
模
縮
小
面

積
を
規
模
拡
大
面
積
が
上

回
っ
て
い
る
状
況
。
今
後
は

状
況
の
変
化
に
応
じ
て
計
画

も
見
直
し
て
い
く
。

　
　

受
託
組
織
で
あ
る

農
業
サ
ー
ビ
ス
事
業

体
へ
の
期
待
は
高
い
が
、
そ

の
事
業
体
も
現
在
は
厳
し
い

経
営
状
況
に
あ
る
。
そ
の
組

織
育
成
、
支
援
に
つ
い
て
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

  

農
林
振
興
課
長  

　

農
事
組
合
法
人
や
他
に
そ
れ

が
な
い
場
合
に
対
す
る
対
応
や

検
討
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

農
村
振
興
策
に
つ
い
て

　
　

農
村
の
振
興
と
し

て
景
観
も
重
要
な
要

素
で
あ
る
が
、
雑
草
の
繁
茂

が
目
立
つ
様
に
な
っ
て
き

た
。現
況
の
感
想
と
対
策
は
。

問

問 問

問
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◯
６
月
10
日　

所
管
事
務
調
査

（
１
）
視
察
研
修
に
つ
い
て

①
管
内
の
文
化
財
視
察
に
つ
い
て
、
日
程

調
整
後
に
実
施
す
る
。

②
管
外
研
修
に
つ
い
て
、
公
営
墓
地
の
在

り
方
、
健
康
づ
く
り
先
進
地
視
察
等
の
提

案
が
あ
っ
た
が
、
全
体
研
修
も
含
め
総
務

建
設
経
済
委
員
会
と
調
整
す
る
。

③
政
務
活
動
費
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
今

後
全
議
員
で
の
意
思
確
認
が
必
要
。

（
２
）
町
内
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
に
つ

い
て
、
委
員
会
で
交
流
会
と
し
て
計
画
す
る
。

（
３
）
広
報
委
員
３
名
の
選
出

◯
７
月
31
日

管
内
文
化
財
現
地
視
察

　

須
恵
釈
迦
堂
の
国
の
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け

現
地
を
視
察
。
あ
わ
せ
て
看
板
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
書
き
換
え
、
修
復
の
状
況
、
確
認
。
今
年
発
掘
30

周
年
の
記
念
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
る
木
目
遺
跡
を

含
め
た
６
カ
所
の
管
内
文
化
財
の
視
察
を
行
っ
た
。

・�

深
田
荒
茂
毘
沙
門
堂
・
須
恵
釈
迦
堂
・
須
恵
諏

訪
神
社
・
鬼
の
釜
古
墳

・
才
園
古
墳
・
木
目
遺
跡

◯
８
月
４
日

人
吉
球
磨
准
看
護
学
院
陳
情
書
に
つ
い
て
審
議

し
、
委
員
会
と
し
て
「
趣
旨
採
択
」
と
し
た
。

◯
８
月
13
日　

雑
草
等
繁
茂
状
況
現
地
調
査
（
岡
留
公
園
・
お
か

ど
め
幸
福
駅
）、
指
定
管
理
を
行
っ
て
い
る
場
所

の
説
明
を
受
け
る
。

① 

幸
福
駅
売
店
②
ト
イ
レ
③
駐
車
場
及
び
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
の
駐
車
場
④
芝
生
広
場
、
花
壇
、
駐

車
場
4
か
所
が
指
定
管
理
に
含
ま
れ
て
い
る
。

問　
指
定
管
理
者
と
の
協
議
・
委
託
契
約
に
つ
い
て

も
内
容
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
今
後
検
討
す
る
。
令
和
8
年
に
は
、
く
ま
川

鉄
道
が
全
線
開
通
す
る
予
定
の
お
か
ど
め
幸
福
駅

に
つ
い
て
も
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も
必
須
に
な
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。
岡
留
公
園
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
の
で
集
客
を
図
っ
て
い
く
。

問　

南
稜
高
校
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
つ
い
て

は
。

答　
生
徒
数
の
減
少
に
よ
る
活
動
範
囲
の
縮
小
等

が
影
響
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
相

談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え

て
い
る
。

問　
道
路
維
持
管
理
は
、
限
ら
れ
た
人
数
で
し
て

お
り
、
こ
の
猛
暑
で
は
無
理
が
来
る
と
思
う
の
で

増
員
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
年
間
通
じ
て
何
人
増
や
す
の
か
検
討
し
て
い
く
。

　

町
と
、
歌
舞
伎
座
（
東
京
都
中
央
区
）
内
の
飲

食
店
の
運
営
や
幕
の
内
弁
当
を
手
掛
け
る
「
歌
舞

伎
座
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
10
月
8
日
に
飲
食
店
等
で

提
供
す
る
弁
当
に
町
産
米
を
使
用
す
る
覚
書
書
を

交
わ
し
た
。

　

今
秋
か
ら
１
年
間
あ
さ
ぎ
り
町
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

を
、
同
社
が
計
約
６
ト
ン
の
取
引
を
見
込
み
、
歌

舞
伎
役
者
が
町
産
の
米
を
口
に
す
る
可
能
性
も
あ

る
。
高
橋 

浩
一
郎
取
締
役
に
よ
る
と
、
歌
舞
伎

が
題
材
の
映
画
「
国
宝
」
が
ヒ
ッ
ト
し
た
影
響
も

あ
り
、
歌
舞
伎
座
内
の
飲
食
店
利
用
は
増
加
傾
向

で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

総
務
建
設
経
済
常
任
員
会

歌
舞
伎
座
に
あ
さ
ぎ
り
町
産
米
提
供

NEWS
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令和７年 10月９日
　熊本県町村議会議員研修会があさぎり町議会委員会室でオンライン形式において開催。元大和
大学政治経済学部教授　田中富雄氏による「これからの一般質問のあり方」という演題で講演を
受けました。
 〈 研修所感は 〉
　一般質問は、議員活動の成果と政策資源として活用することにより、総合計画や予算案等に議
会の政策意思を反映させ、議会活動及び政策活動を見える化に図る事が大事です。

（森岡　勉）

町村議会広報委員研修会

熊本県町村議会議員研修会

令
和
７
年
８
月
28
日

東

京

都

渋

谷

区

L
I
N
E 

C
U
B
E 

S
H
I
B
U
Y
A
に
お
い
て

全
国
町
村
議
会
の
広
報
委
員
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
構
成
は
次
の

通
り
で
す
。

第
１
部
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
を
足
し
て
読
ま
れ
る
広
報
誌

に
し
よ
う
」
第
２
部
「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
撮
影
技

術
・
動
画
作
成
の
基
本
」
第
３

部
「
議
会
活
性
化
と
連
動
し
た

広
報
誌
づ
く
り
」

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
が
、
各
講

師
の
専
門
性
を
活
か
し
た
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
あ
ふ
れ
る
中
に
も

非
常
に
分
か
り
や
す
い
内
容
で

し
た
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
現
代

は
、
ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
動
画

作
成
や
情
報
発
信
は
当
た
り
前

の
事
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
議

会
広
報
誌
に
お
い
て
は
今
で
も

紙
媒
体
の
文
章
表
現
で
あ
り
、

モ
ノ
ク
ロ
画
像
が
多
く
、
残
念

な
が
ら
地
域
住
民
全
て
の
方
に

幅
広
く
情
報
が
行
き
届
い
て
い

る
と
は
思
え
な
い
状
況
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
議
会
で
の
長

時
間
に
わ
た
る
審
議
や
質
疑
内

容
を
で
き
る
だ
け
要
約
し
的
確

に
伝
え
る
と
い
う
作
業
は
、
議

会
広
報
委
員
に
と
っ
て
は
あ
る

種
の
技
術
鍛
錬
と
な
っ
て
い
る

の
も
現
実
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

研
修
で
得
た
知
見
を
活
か
し

て
、
住
民
の
皆
様
に
手
に
と
っ

て
頂
け
る
よ
う
な
議
会
広
報
誌

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
特
に
必
要
な

こ
と
は
、
住
民
の
方
が
『
い
つ

で
も
・
ど
こ
で
も
・
ど
ん
な
事

で
も
』
議
会
に
対
し
て
声
を
挙

げ
や
す
い
環
境
作
り
で
あ
り
、

そ
の
実
現
が
よ
り
よ
い
広
報
誌

の
作
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

皆
様
に
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す

る
時
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
時
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
難
波　
文
美
）

第 1 部　丘村講師 第 2 部　渡川講師
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若杉高原おおやキャンプ場（兵庫県養父市） あゆ公園（兵庫県養父市）

FORESTDOOR（兵庫県丹波市）

官民連携支援事業先進地視察研修

令和７年９月 25 日〜９月 26 日
�場所　京都府福知山市・兵庫県養父市・丹波市
目的・内容

あさぎり町誕生以来の課題である遊休資産（土地・施設等）の利活用について、町はその計
画策定に取り組んでいるところで、具体的には、旧役場跡地・旧中学校校舎跡地・各老朽化施
設などの有効活用を目指すものです。
議会としても特別委員会を設置し共に検討を進めているところで、この度、先進事例の視察

研修を実施しました。

〇若杉高原おおやキャンプ場（ビハ公園再整備への参考として）
・�指定管理であるが運営に地元の意向を尊重する仕組みを取り入れた住民参加型とし、収支
のみに力点が置かれていない。
〇廃校跡地での体験型農業施設及び地域産材の魅力を伝える体験型施設
・取り組みのスタートが、「廃校跡地の活用ありき」ではなく「他業種からの農業参入」と明確であった。
・�「小学校跡地の有効活用という地元住民の要望」と「県産材活用への情報発信という運営
企業のビジョン」がしっかりとマッチし結果に表れている。

今回の視察施設については、３社いずれも運営者側の明確なポリシーとその実現へ向けの的
確な対処方針が感じられ、本町でもその様な民間事業者の参入が可能となる計画づくりの重要
性を再認識しました。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小谷　節雄）�

THE610BASE（京都府福知山市）
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月　　日 行　　事　　名 参　加　者

８
月

4 日 議員懇談会・全員協議会、厚生文教常任委員会 議員

6日 令和７年度国道 219号整備改良促進期成同盟会総会（宮崎県西都市） 議長

13日 総務建設経済常任委員会 議員

20日 令和７年度町村議会正副議長研修会（熊本市） 正副議長

25日 全員協議会 議員

27日 郡定例議長会（人吉市） 議長

28日 議会広報全国研修会（東京都渋谷区） 議員

9
月

1 日 議員懇談会・全員協議会 議員

2日 議会運営委員会 議員

8日 議会運営委員会・全員協議会 議員

８日～ 19日 第 4回会議（定例会） 議員

11日 第67回熊本日日新聞金婚夫婦表彰並びにあさぎり町金婚夫婦表彰式（ポッポー館）
議長
厚生文教常任委員長

17日 厚生文教常任委員会、議会運営委員会 議員

19日 議会運営委員会・全員協議会 議員

22日 広報調査特別委員会、郡定例議長会（人吉市） 議員、議長

25日～ 26日 先導的官民連携支援事業先進地視察研修（京都府福知山市、兵庫県養父市）議員

1 0
月

1 日 厚生文教常任委員会 議員

3日 厚生文教常任委員会、議員懇談会・全員協議会 議員

4日 笑祭 議長

7日 球磨郡町村議会議員親善グラウンドゴルフ大会（湯前町） 議員

8日 中学校駅伝コース除草作業　 議員

9日 熊本県町村議会議員研修会（オンライン） 議員

21日 郡定例議長会（人吉市） 議長

23日 全員協議会、第５回会議、地方自治の未来を創る調査特別委員会 議員

25日 あさぎり町文化祭、第 73回球磨一周駅伝大会結団式 正副議長

28日 鹿児島県湧水町議会・大分県杵築市議会視察対応、百太郎水戸神社秋季感謝祭 議長

29日 熊本県町村議会議長会監事会（熊本市） 議長

30日 岡原霧島神社秋季例大祭 議長

31日 第 74回球磨畜産共進会開会式（錦町） 議長

８月〜 10 月活動内容一覧

１０月７日　球磨郡議長会グラウンドゴルフ大会 １０月８日　中学生駅伝コース除草作業
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「人は、幸せだから笑うのではなく、笑うから幸せ

になるのである」小学６年生の息子はこの言葉を体現

して生きています。彼は、診断当初全国に二百人ほど

といわれていた希少難病ムコ多糖症 2型と共生してい

ます。この病は、心臓病と知的障がいというおまけも

つけて彼の所にやってきました。

病気がわかった当初は、元気に産んであげられな

かったことへの申し訳なさで自分を責めていた私で

すが、今では私を親に選んでくれたことへの感謝と

誇らしさしかありません。彼の生き方が、そういう

私に変えてくれました。

日本は、インクルーシブ教育がまだまだ浸透して

いないと聞きますが、この言葉を知るはずもない、

彼の沢山の友だちが、それを実現してくれている場

面を数えきれない程見せてもらっています。それを

目にする度、人に恵まれていることへの感謝で胸が

いっぱいになります。

これからも、幸せが溢れ出している息子と家族と

沢山笑って、学んで、命の深さを体験させてもらおうと思います。

彼を見かけたら、みなさんどうぞ声をかけてやって下さい！よろしくお願いします。

『
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な
』　

10
月
の
青
井
さ
ん
の
お
く
ん
ち
を

皮
切
り
に
、
球
磨
人
吉
で
は
豊
作
に
感

謝
を
さ
さ
げ
る
秋
祭
り
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
か
ら
の
米
不
足
で
全
国

民
が
米
の
有
り
難
さ
を
再
確
認
し
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

日
本
古
来
の
大
和
言
葉
で
百
姓
に

は
「
お
お
み
た
か
ら
」（
天
皇
が
慈
し

む
べ
き
天
下
の
大
い
な
る
宝
で
あ
る

万
民
の
意
味
）
の
和
訓
が
ふ
ら
れ
て

い
ま
す
。
併
せ
て
「
米
」
の
字
に
は

八
十
八
の
手
間
を
か
け
る
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
大

切
な
農
業
を
、
食
育
を
通
じ
て
次
世
代

に
伝
え
て
い
く
。
こ
の
豊
か
な
自
然
と

歴
史
と
温
か
い
人
情
を
み
ん
な
で
つ

な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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　このコーナーは町民の皆さまの日頃の活
動状況や議会・町に関する要望等を寄稿し
ていただき、作成しています。議員が依頼
に伺った際は、ご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡原北（桧山）　𦚰
わ き ざ き
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★お願い★　「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。
 　　　　　　議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

※本紙内容の無断複写および SNS 等への投稿、掲載は一切禁止します。


